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大
鹿

Ｊ
Ｒ
説
明
会
に
馴
人

第二種郵便物認可

住
民
が
要
望
し
て
い
た
同
県
道
の

リ
ニ
ア
建
設
計
画
で
、
「住
民
理

解
」
を
巡
り
批
判
的
な
意
見
が
出

た
説
明
会
＝
２７
日
夜
、大
鹿
村

全
線
二
車
線
化
と
送
電
線
の
地
中

化
工
事
は
見
送
る
考
え
を
示
し

た
。Ｊ

Ｒ
は
住
民
の
理
解
を
得
た
上

で
工
事
に
着
手
す
る
と
し
、
理
解

を
得
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
同
社

が
す
る
と
し
て
い
る
。
参
加
者
か

ら
こ
の
点
を
問
わ
れ
た
沢
田
尚
夫

・
中
央
新
幹
線
建
設
部
担
当
部
長

は
、
全
員
か
ら
同
意
を
得
る
の
は

難
し
い
と
し
、　
勇
ｍ明
会
な
ど
で

の
や
り
と
り
や
ご
意
見
を
踏
ま
え

て
判
断
す
る
」
と
返
答
し
た
。

道
路
改
良
工
事
と
本
体
工
事
が

並
行
し
て
行
わ
れ
る
見
通
し
に
、

男
性
住
民
か
ら

「住
民
軽
視
」
と

Ｊ
Ｒ
の
姿
勢
を
批
判
す
る

一
幕
も

あ
っ
た
。
残
土
の
仮
置
き
場
と
す

る
川
べ
り
に

「崩
れ
な
い
か
」
と

い
っ
た
懸
念
や
、
交
通
安
全
対
策

に
関
す
る
要
望
も
あ
っ
た
。

説
明
会
は
、
１
人
１
回
３
間
ま

で
の
質
疑
に
１５
人
以
上
が
質
問

し
、
３
時
間
以
上
に
わ
た

っ
た
。

沢
田
部
長
は
終
了
後
の
取
材
に
、

「前
回
の
説
明
会
よ
り
理
解
を
進

め
て
い
た
だ
き
、
　
倉
肛
民
と
の
）

溝
は
小
さ
く
な

っ
た
と
感
じ
る
」

と
し
た
¨
工
事
着
手
の
前
提
と
な

る
住
民
の
理
解
に
つ
い
て
、
判
断

す
る
理
由
や
時
期
に
つ
い
て
は
示

さ
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
２７
日
夜
、
今
夏
に
も
大
鹿
村
内
で
着
手
を
計
画
す
る
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
本
体
工
事

に
伴
う
周
辺
工
事
な
ど
の
説
明
会
を
村
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
Ｊ
Ｒ
や
送
電
線
の
建
設
に
当
た

る
中
部
電
力
の
担
当
者
ら
が
出
席
。
昨
年
６
月
以
来
の
開
催
で
、
地
元
住
民
ら
約
１
３
０
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
同
社
が
工
事
着
手
の
条
件
と
し
て
い
る

「住
民
理
解
」
の
考
え
方
へ
の
質

問
が
相
次
い
だ
。

Ｊ
Ｒ
は
、
村
外
と
行
き
来
す
る

要
路
の
県
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿

線
の
拡
幅
総
延
長
を
約
９
３
０

研
、
直
線
区
間
の
幅
員
を
７

ｏ
５

肝
と
し
た
。
中
電
は
、
送
電
線
の

一建
設
に
伴
い
動
植
物
や
景
観
な

６
項
目
の
自
主
環
境
調
査
を

Ｔ警
る
と
説
明
し
た
。　
一
方
、
村
や


